




〔はじめに〕 

筆者らは、初年度、第 2年度に大学生及び高校生の交通安全意識について、文献研究及び

調査研究を行った。予備調査の結果は、既報の通りである。これまでは、主として交通安

全意識に焦点をあてて分析を進めて来た。しかしながら、中川らが示唆するように、思春

期の場合、周囲の環境や人間関係が、車の運転、免許取得、交通事故、安全態度、安全意

識等に極めて強い影響があることが予想される。そこで、今年度の調査においては、社会

的要因の中で、特に人間関係を中心とした周囲の状況や環境と、高校生の交通安全意識.

交通安全行動との関連について着目し、検討した。1985 年 12 月に東京都内の高校 4 校、

第 2学年 8クラスに対し、集合配布調査を実施した。今回報告するものは、そのうちの一

部に関する単純集計の結果である。 


